いわ て 未来 づく り 機構 だ より 


会 員 の 皆様 に は 、 益々 御 清栄 の こと と お 喜び 申し 上 げ ま す 。 
本 号 で は 、 平成 31 年 2 月 4 日 に 開催 され た 平成 0 年度 第 3 回 ラウ ンド テー ブル の 概要 に つい て 御 報告 し ます 。 





平成 3 0 年 度 第 3 回 ラウ ンド テー ブル 


平成 31 年 2 月 4 日 (月 ) の 15 時 か ら 、 ホ テル メ トロ ポリ タン 盛岡 に お いて 、 い わ て 未来 づく り 機 構 会 員 約 60 名 
の 参加 の も と 、 平 成 30 年 度 第 3 回 ラウ ンド テー ブル を 開催 し まし た 。 

今回 は 、 福 島 大 学 共 生 シ ステ ム 理 工学 類 小沢 喜 仁 教授 を 講師 に 迎え 「 高 等 教育 機関 と 連携 し た 地域 づく り ・ 
人 づく り に つい て へ 地域 の 未来 を 拓く 新た な 価値 の 創造 を 目 」 と 題し て 講演 頂き ま し た 。 

また 、 ふ る さと いわ て 創造 作業 部 会 か ら 「 岩 手 県 へ の 就職 ・ に 関す る アン ケー ト の 結果 」 に つい て 報告 頂 
きま し た 。 































































































ィ g30 人 を ラウ ンド テー フル 














、 ディス カッ ショ ン 「 高 等 教育 機関 と 連携 し た 地域 づく り ・ 人 づく り に つい て 」 








今回 の ディ スカ ッ シ ョ ン で は 、 高 等 教育 機関 が 地域 の 期待 に 応え 、 頁 献 し て いく こと に よる 今後 の 地域 づく 
りや 人 づく り に つい て 、 ラウ ンド テー プル メン バー に よる 意見 交換 が 行わ れん まし た 。 ま た 、 小 沢 教授 に も コメ 
ン テ ー タ ー と し て 同席 頂き まし た 。 各 メン バー に よる 主 な 発言 は 以下 の と お り で す 。 
画 岩手 県 商工 会 議 所 連合 会 谷村 会 長 
〇 ILC を 子供 た ちゃ 若者 に 夢 を 与え る プロ ジェ クト と し て 進め る た め 、 魅 力 あ る 、 挑 戦 す る 企業 の 
育成 と 、 大 学 の みな ら ず 中 高生 か ら 夢 と 希望 を 持た せる 環境 と 社会 を 築き 上 げ て いく こと が 宣 要 。 
〇 ILC 誘致 実 環 は 地方 創 生 の 最たる も の 。] 地 域 の 産業 を 振興 し 、 ベ ンチ ャ ー 企 業 育成 、 東 北 の 経 済 活 
性 化 に つなげ て いく だ た め に は 、 国際 7 究 拠点 に 集積 する 頭脳 と 東北 各地 の 大 学 と 研究 機関 の 強力 な 
連携 の も と 、 技 術 開発 、 移 転 セ ンタ ー の 設置 な ど 、ILC の 技術 移転 に 積極 的 に 取り 組み 、 民 間 の 活力 
を 喚起 し て いく こと が 非常 に 重要 で ある 。 
〇 国際 研究 拠点 を 基盤 に 地域 主体 の 立案 、 挑 戦 か ら 生 まれ る 効果 こそ 、 世 界 に つなが る 新た な 地 廊 
全 生 で ある 。 
画 一 般 社団 法人 岩手 県 経済 同友 会 高橋 代表 幹事 
〇 岩泉 町 や 西 和 錦町 で 、 全 国 に 先駆 け て 地域 志向 型 イ ンタ ー ン シッ フ プ を 行っ て いる が 、 非 常に 先駆 的 
な 取組 と し て 評価 し て いる 。 ま た 、「 ふ る さと 発見 ! 大 交流 会 」 の よう な 取組 が 学生 と 企業 に 浸透 し 
て いく こと に よっ て 、 若 者 の 定着 に 向け 、 大 き な 流れ が 生じ て く 
る も の と 考え て いる 。 
〇 起業 家 精 宰 を 持っ た 若者 を 育成 する 「 い わ て キボウ スタ ー 開 拓 
塾 」 は 、 学 生 が 様 パ な 経験 を 積む お 中 で 、 着 実に 岩手 の 人 材 と し て 
育っ て いる と 思う 。 
〇 地方 久生 は 、 ま すず 「 人 」 あり き 。 こ こ に 地域 の 将来 が か か っ て 
いる 。 今後 と も 産業 界 、 行 政 、 大 学 の 三 者 が 密 に な っ て 、 人 づく 
り に まい 進 し て いく こと が 今後 の 岩手 に と っ て 非常 に 大 事 で ある 。 
































画 大 船渡 商工 会 議 所 米谷 副 会 豆 

〇 最近 の 学生 や 若者 は 、 対 人 関係 が 苦手 、 人 と の 接触 を 掴 遠 する 傾向 が め る こと が b 配 。 学力 を 向上 
させ る と 同時 に 、 対 人 能力 を る 向上 さば る こと が 課題 で わる と 感じ て いる 。 

〇 陸前 高田 市 に 岩手 大 学 や 立教 大 学 の グロ ー バ ルキ ャ ン パ ス が 開設 され た が 、 住 民 が 活用 し て お ら 
ず 、 も っ た いな い 。 住民 に 十分 に 周知 し て 、 こ の キャ ン パ ス を 活用 させ ば て いく こと が 必要 で ある 。 

〇 1 地 笑 性 化 に 取り 組ん で いる 団体 個人 と 、 大 学 が 持つ 知 の 毅 点 と し て の 機能 を リン ク さ は せ 、 や れ 
る こと が ある の で は な いか 。 例 えば 、 替 者 の セン ス が 必要 な 商品 開発 な ど 、 震 い 学生 を 講師 と する カ 
リキ ュ ラ ム が め あっ て も いい 。 学 生 が 企業 と 接する 機会 も 増え 、 事 業 所 に つい て の 理解 も 進 お と 思う 。 

画 岩手 県 立 大 学 鈴木 学長 

〇 県 立 大 学 は 4 年 生 よ り も 大 学院 生 の 方 が 多い 状況 。 こ れ は 、 企 業 が 人 材 教育 を 止め て 、 大 学 が 担 
わざ る を 得 な く な っ た 結果 だ と 思う 。 も っ と 社会 全体 が 若者 を 教育 する 環境 を つく る べき で ある 。 

〇 様 な 取組 に も か か わら ず 若 者 が 県 外 に 流失 し て いる が 、 高 度 成長 期 以降 、 生 活 様式 の 均一 化 な ど 
が 進み 、 東 京 一 李 集 中 が 進ん だ た め と 考え て いる 。 地 域 の アイ デン ティ ティ を 復活 させ る 地域 創 生 
と 、 イ ンタ ー ン シッ プ な どの 取組 を 同時 に 実施 し 、 若 者 を つなぎ と め る こと が 必要 で は な いか 。 

〇 大 学 は 地域 社会 の 発展 に 貢献 する と いつ 使命 の も と 、 時 代 が 抱え る 問題 や 社会 問題 等 を 共有 し 、 解 
決 に 向け 努力 する 姿勢 を も っ と 前 面 に 出し な が ら 、 取 組 を 強化 し て いこ うと 考え て いる 。 


画 岩手 大 学 岩渕 学長 
〇 岩手 大 学 の 県 内 就職 率 を 40%% か ら 60% ま で 伸ばす こと は も は や 困難 だ と 思う 。 従 っ て 、 岩 手 か 
ら 他 県 に 進学 する 約 2OOO 人 の 高校 卒業 生 の り タ ー ン を 促進 する の が 、 大 きい 政策 に な る 
〇 進学 校 に キャ リア 教育 の 一 環 と し て 地域 の 企業 を ご う 教 える か が 課題 。 こ の 企業 で は この よう な 専 
門 性 を 必要 と し て いる と いう と ころ まで 教え る こと で 、U り ター ン が 加速 で きる の で は な いか 。 
〇 若者 の 減 必 下 、 大 学 の 未来 に 危機 感 を 持っ て いる 。 大 学 が どう あれ ば いい か と いつ う 、 高 等 教育 の グ 
ラン ド デ ザ イン を 、10O 年 後 、2O 年 後に 向け て 考え る 必要 が ある 。 つ いて は 、 地 域 課題 解決 の 前 提 
と し て 、 大 学 の あり か だ た を 産学 官 で 議論 する 地域 プ ブラット フォ ー ム を つく り た だ いと 考え て いる 。 
画 岩手 県 達 増 知事 
〇 人 材 育 成 ① 若 者 定着 を 促進 する た め 、 各 大 学 と 連携 し 様 及 な 取組 を 行っ て いる 。 今後 、 い わ て 水産 
アカ デミ ー の 開校 や 、 就 業 促進 情報 誌 「 い わ て Walker」 の 発行 な ど 、 取 組 の 強化 を 進め て いく 。 
〇 県 の 新しい 総合 計画 で は 、 長 期 的 か つ 新 規 性 の 高い プロ ジェ クト と し て 、 北 上 有川 バレ ー プ ロジ ェ ク 
ト な ど 、 エ リア ご と に プロ ジェ クト を 掲げ て いる が 、 そ れ ぞ れ 人 高等 教育 機関 と の 連携 な くし て は 一 歩 
も 進ま な いよ うな 内 容 で あり 、 協 力 を お 願い し た い 。 
〇 陽明 学 で は 、 全 知 全 能 な ら ざ る 人 間 で は ある が 、 そ の と き そ ぞ その 場 で 誰 で も 最適 な 行動 を て と る こと が 
で きる と いつ 「 良 知 」 と いう 考え 方 が ある 。 生 きる 力 で も ある この 「 良 知 」 を 若者 に 身 に 付け て も ら 
つう ため 、 大 学 教育 に お いて も 、 筋 の いい 課題 に 直面 さ は 、 そ し て 必要 に 迫 ら れ て 力 が 引き 出さ れる よ 
うな 教育 を し て 欲し いと 考え て いる 。 








報告 「 岩 手 県 へ の 就職 ・ 進 学 に 関す る アン ケー ト の 結果 に つい て 」 a i 
_ 岩手 大 学 小野 寺 特 任 教授 より 、 結果 に つい て 報告 頂く と と も に 、 県 内 就職 の 促進 に 向け 以下 の 提言 を 頂き まし た 。 





















































1 岩手 県 内 へ 就職 し た 者 の 2 プ 3 以 上 は 満足 し て お り 、 か つ 、 年 齢 を 重ね る ほど に 滴 足 度 が 高い 。 また 、 県 外 か 
ら 岩 手 県 内 の 高等 教育 機関 に 進学 し 、 そ の まま 岩手 県 内 に 就職 し た 者 の 満足 度 は 8 割 超 , これ か ら 就 職 を 考 
える 高校 生 、 大 学生 等 に 対し て この よう な 点 を PR する こと は 、 若 者 の 本 県 へ の 就職 促進 に と っ て 大 切 。 

















2 岩手 に 就職 し た 県 外出 身 者 の 5 割 超 は 「 希 望 する 仕事 が あっ た か ら 」 と 回 答 。 特に 県 内 高等 教育 機関 出身 者 
は 満足 度 も 高い こと か ら 、 県 内 事業 所 と 県 内 外 の 若者 と の マッ チン グ に 注力 する こと は 有効 。 








いわ て 未来 づく り 機構 事務 局 

会 員 各 機 関 の 代表 者 、 担 当 者 、 メ ー ル アド レス 等 に 変更 が あり まし た ら 、 事 務 局 まで お 知ら せく だ さい 。 
〒020-8570 岩手 県 盛岡 市 内 丸 10-1 岩手 県 政策 地域 部 政策 推進 室 (担当 : 伊 五 澤 、 奥 寺 ) 

電 話 :019-629-5195 (FAXO19-629-5254) E-mail : AAO001@pref. iwate. jp 

ホー ムペ ー ジ httbp ://www.pref.iwate.jp/seisaku/mirai/005879.html 





















































